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均
田
法
の
園
宅
地
に
つ
い
て

曾

我

部

静

雄

一
、
北
画
・
．
東
魏
・
北
斉
・
階
・
唐
の
園
宅
地

　
出
代
に
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
井
田
法
で
は
、
一
夫
に
鮒
し
て
は
私
昭
ぼ
畝

の
農
耕
地
が
与
え
ら
れ
た
外
に
、
居
住
す
る
宅
地
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
井

田
法
を
低
え
る
各
諏
の
文
献
に
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
史
料
と
し
て
最

も
人
口
に
謄
撮
し
て
い
る
の
は
孟
チ
で
あ
っ
て
、
孟
チ
に
は
各
所
に
こ
れ
等
の

こ
と
が
論
え
ら
れ
て
い
る
。
一
側
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
E
そ
の
開
巻
岩
頭
の
梁
恵

王
章
句
上
に
は
、

　
　
蹴
畝
の
宅
に
、
こ
れ
に
疑
う
る
に
桑
を
以
て
せ
ば
、
五
十
の
者
は
以
て
吊

　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
な
ひ

　
を
衣
る
べ
し
。
鶏
・
豚
・
狗
。
蕊
の
畜
に
、
そ
の
時
を
失
ふ
無
ん
ば
、
七

　
十
の
港
は
以
て
肉
を
食
ふ
べ
し
。
百
畝
の
田
に
、
そ
の
暗
を
轟
ふ
勿
ん
ば
、

　
八
口
の
家
は
、
以
て
凱
う
る
な
か
る
べ
し
。

と
あ
っ
て
、
五
畝
の
宅
、
百
畝
の
田
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
葡
子
の
大

略
篇
に
も
、

　
　
家
ご
と
に
五
畝
の
宅
、
百
畝
の
田
あ
り
。
そ
の
業
を
務
め
て
そ
の
時
を
愈

　
う
勿
ん
ば
、
こ
れ
を
富
ま
す
所
以
な
り
。

と
あ
っ
て
、
同
様
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
周
耗
の
井
田
法
に
於
い
て
も
私
田

と
し
て
の
農
耕
地
の
外
に
、
宅
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
同
書
の
所
々
に
見
え
て

い
る
。
例
え
ば
同
書
地
官
篇
遂
人
の
職
掌
の
所
に
は
、

　
　
そ
の
野
の
土
を
弁
じ
、
上
地
・
中
心
・
下
地
と
な
し
、
以
て
田
軍
を
頒
つ
。

　
上
地
は
夫
ご
と
に
一
三
・
田
百
畝
・
莱
五
十
畝
、
線
夫
も
亦
か
く
の
如
し
。

　
申
・
地
は
夫
ご
と
に
一
塵
・
田
百
畝
・
莱
百
畝
、
除
夫
も
亦
か
く
の
如
し
。
下

　
地
は
夫
ご
と
に
一
臨
・
田
百
畝
∴
來
二
百
畝
、
鹸
夫
も
亦
か
く
の
如
し
。

と
あ
り
、
こ
の
塵
に
対
し
て
後
漢
の
二
選
は
「
塵
は
城
邑
の
居
な
り
。
孟
子
に

云
う
所
の
五
畝
の
宅
に
、
こ
れ
に
樹
う
る
に
桑
麻
を
以
て
す
る
も
の
な
り
」
と

説
明
し
、
塵
は
宅
地
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。

　
孟
子
や
葡
子
に
言
う
説
畝
の
宅
地
は
、
こ
れ
を
我
が
国
の
地
積
単
位
に
藏
す

と
約
八
畝
十
九
歩
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
加
藤
繁
博
士
著
「
麦
那
古
田
制
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の
研
究
」
二
二
九
頁
）
。
こ
こ
に
は
家
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
桑
を
植
え
家

畜
を
飼
う
所
と
し
て
い
る
。
即
ち
私
田
百
畝
の
耕
地
で
は
専
ら
主
食
と
な
る
穀

類
を
作
り
、
宅
地
で
は
家
を
構
え
、
衣
め
た
め
の
桑
を
栽
培
し
、
食
肉
の
た
め

の
家
審
を
飼
育
す
る
所
と
な
っ
て
、
人
間
の
生
活
に
必
要
な
衣
。
食
。
住
が
備

わ
る
よ
う
な
土
地
の
分
配
を
行
う
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
井
田
法
の
法
統
を
継

承
し
た
の
が
申
国
中
里
の
土
地
制
度
の
均
田
法
で
あ
る
。
均
田
法
は
西
晋
の
占

田
・
課
田
．
法
に
創
ま
る
が
、
晋
書
置
賃
志
に
見
え
る
同
法
の
記
載
は
頗
る
簡
単

な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
法
の
内
容
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
出
来
ず
、
宅
地
な

ど
の
規
定
も
見
え
な
い
つ
し
か
し
次
の
北
魏
の
均
田
法
に
な
る
と
、
頗
る
明
か

と
な
っ
て
来
る
。
魏
書
の
食
貨
志
に
は
均
田
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　
均
し
く
天
下
の
民
に
田
を
給
す
。
諸
の
男
夫
は
十
五
以
上
は
馬
田
四
十
畝

　
を
受
け
、
婦
入
は
二
十
畝
。
奴
頭
は
良
に
よ
る
。
丁
牛
は
一
頭
に
て
田
三
十

　
凱
を
受
く
る
も
、
四
悪
を
限
る
。
　
（
中
略
）
諸
の
桑
田
は
、
還
受
の
限
り
に

　
在
ら
ず
。
　
（
申
略
）
諸
の
初
め
て
田
を
受
く
る
者
は
、
密
夫
一
人
に
田
二
十

　
畝
を
給
し
、
煎
種
を
蒔
か
課
む
。
桑
五
十
樹
、
肇
五
株
、
楡
三
根
。
（
三
略
）

　
諸
の
民
に
し
て
新
居
を
二
つ
者
は
、
三
口
に
地
一
顧
を
給
し
て
以
て
居
室
を

　
為
ら
し
む
。
奴
嫡
は
五
口
に
一
重
を
給
す
。
男
女
十
五
以
上
は
、
そ
の
追
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
に
因
っ
て
、
口
ご
と
に
菜
を
種
か
課
む
。
五
分
越
の
一
。

　
こ
の
北
魏
の
制
度
に
よ
る
と
、
穀
類
を
作
る
所
ほ
龍
田
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は

後
世
の
口
分
田
に
当
り
、
桑
・
擾
・
楡
を
植
え
る
断
は
桑
田
で
あ
っ
て
、
こ
れ

は
後
枇
の
世
業
瞬
即
ち
永
業
国
に
妾
り
、
家
の
あ
る
所
は
宅
地
で
、
こ
れ
は
良

口
は
三
口
一
畝
、
奴
碑
は
五
口
一
畝
の
規
準
で
与
え
ら
れ
、
別
に
菜
園
が
五
分

の
一
飯
即
ち
○
・
二
畝
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
宅
地
と
菜
園
と
を
合
せ
た
も
の
が

即
ち
居
住
隠
宅
で
あ
っ
て
、
後
世
の
園
宅
地
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
周

の
井
田
法
と
比
較
す
る
に
、
井
田
法
で
は
そ
の
標
準
的
な
も
の
は
私
田
と
宅
地

の
二
種
で
あ
る
も
の
が
、
北
魏
の
均
田
法
で
は
畠
田
と
桑
田
と
園
宅
地
の
三
種

と
な
っ
て
い
る
。
井
田
法
で
倣
宅
地
に
植
え
て
い
た
桑
な
ど
の
樹
木
類
は
、
・
北

魏
均
田
法
で
は
桑
田
で
専
ら
作
る
こ
と
と
な
り
、
宅
地
は
主
と
し
て
家
を
構
え

園
地
を
併
せ
持
っ
て
野
菜
を
栽
培
す
る
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
等
が
井
田
法

と
均
田
法
と
の
異
な
る
所
で
あ
る
が
、
公
有
に
か
か
る
土
地
の
使
用
収
益
を
認

め
、
衣
食
住
が
出
来
る
よ
う
に
そ
れ
を
分
配
す
る
法
の
精
神
に
於
い
て
は
異
る

所
な
く
、
た
だ
分
配
の
方
法
が
異
る
の
み
で
あ
る
。

　
井
田
法
の
宅
地
で
は
桑
樹
を
植
え
る
が
、
均
田
法
の
宅
地
で
は
そ
れ
を
植
え

ず
、
桑
園
は
別
に
桑
田
を
設
け
そ
こ
で
専
ら
植
樹
し
、
宅
地
で
は
野
菜
を
作
る

程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
井
田
法
で
は
上
童
の
面
積
で
あ
っ
た
宅
地
は
、
北
魏
均

田
法
で
は
宅
地
一
介
ど
菜
國
五
分
の
一
室
と
な
っ
た
。
こ
の
宅
地
面
積
の
差
は
、

こ
こ
で
植
芸
す
る
櫨
物
が
異
っ
た
が
故
で
あ
ろ
う
。

　
北
魏
は
後
に
東
西
両
魏
に
分
れ
（
五
三
四
）
、
更
に
東
魏
は
北
斉
と
な
り
西
魏

は
北
勢
と
な
っ
た
が
、
北
越
は
間
も
な
く
北
周
に
滅
さ
れ
（
五
七
七
）
、
北
周
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も
外
戚
で
あ
る
晴
二
更
の
た
め
に
国
を
籔
わ
胴
た
（
烈
八
㎝
）
。
文
帝
は
又
南
朝

の
陳
も
併
せ
て
天
下
統
一
の
業
を
成
し
遂
げ
た
（
五
八
九
）
。
晴
は
こ
の
よ
う
に

北
周
か
ら
韻
た
国
家
で
あ
る
が
、
そ
の
国
家
の
麟
…
度
と
し
て
採
用
し
た
律
令
は
、

主
と
し
て
北
面
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
悪
書
の
刑
法
志
や
食
貨
志
に
明
記

さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
斉
の
律
令
が
当
時
の
時
代
に
適
し
て
い
た

が
た
め
で
あ
ろ
う
。
北
斉
の
律
令
は
北
魏
及
び
東
面
の
を
継
承
し
た
の
で
あ
る

が
、
西
魏
に
あ
っ
て
は
そ
の
権
臣
宇
交
泰
は
蘇
紳
・
盧
辮
の
両
掌
蓄
に
命
じ
て

爾
魏
と
し
て
の
律
令
を
周
礼
な
ぎ
の
周
の
制
度
に
臓
露
霜
概
…
し
て
編
纂
せ
し
め

て
実
施
し
た
。
宇
．
文
泰
は
西
暦
胤
五
六
年
に
死
に
、
翌
年
に
そ
の
子
の
宇
文
覚

が
西
魏
を
籔
っ
て
周
即
ち
北
周
を
興
し
た
。
こ
れ
が
北
周
の
孝
関
帝
で
あ
る
。

北
周
の
律
令
は
愚
直
の
も
の
を
勿
論
襲
用
し
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て

東
魏
。
北
斉
の
律
令
と
西
盛
・
北
周
の
律
令
と
は
、
そ
の
内
容
は
異
っ
て
い

た
。　

東
爾
両
魏
の
前
身
で
あ
る
北
魏
の
律
令
は
北
三
孝
交
帝
の
華
化
政
策
に
よ
っ

て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
孝
文
帯
も
嬬
教
を
重
ん
じ
て
儒
教
の
法
典
で
あ

る
周
．
礼
な
ど
に
よ
っ
て
制
魔
を
造
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
依
拠
す

る
に
当
っ
て
は
時
代
の
慶
遷
を
考
慮
し
て
、
暗
代
に
適
す
る
よ
う
に
改
正
を
加

え
て
律
令
を
編
纂
し
た
、
。
然
る
に
歯
舞
の
蘇
蜜
や
庵
鰹
は
周
礼
な
ど
の
周
の
制

度
の
原
形
を
損
じ
な
い
よ
う
な
律
令
を
造
ろ
う
と
醸
し
、
そ
の
方
針
に
よ
っ
て

薦
魏
と
し
て
の
律
令
を
造
っ
た
。
こ
れ
は
周
害
の
交
帯
本
紀
や
蘇
鮪
震
声
・
騰
辮

伝
、
蔓
に
に
購
書
玲
各
憲
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
繊
来
る
。
従
っ
て
酉
魏
・
蓄

髪
の
律
令
は
周
礼
な
ど
の
周
の
制
度
の
原
形
に
は
よ
く
遵
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

時
代
に
適
し
な
い
憾
み
が
あ
っ
た
か
ら
、
晴
の
文
帝
は
本
来
な
ら
ば
採
用
す
べ

き
で
あ
っ
た
所
の
北
周
の
律
令
を
棄
て
て
、
地
心
に
従
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
晴
の
律
令
を
唐
が
継
承
し
た
か
ら
、
唐
の
律
令
は
　
北
魏
一
》
藁
魏

一
↓
北
面
l
i
v
晴
↓
唐
の
系
列
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
蘇
緯
・
慮
辮
の
改
正
に
よ
っ
て
西
盛
や
北
周
の
律
令
が
周
礼
に
直
接
遮
い
、

唐
の
律
令
は
北
魏
・
東
魏
・
北
海
・
晴
の
も
の
を
動
け
た
こ
と
は
、
そ
の
幾
．
鑓

法
に
於
け
る
園
宅
地
の
制
度
に
よ
っ
て
十
分
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
叢
書

の
食
貨
志
に
は
、

　
　
（
晴
高
橿
は
）
新
令
を
頒
ち
、
　
（
中
略
）
其
の
丁
男
・
中
男
の
農
業
・
露

　
田
は
、
砦
後
釜
（
即
ち
二
重
）
の
制
に
遵
ひ
、
並
に
樹
う
る
に
桑
楡
…
及
び
甕

　
を
以
て
せ
し
む
。
其
の
園
宅
は
率
ね
三
口
に
一
畝
を
給
し
、
奴
魏
は
剰
ち
蹴

　
口
に
一
叢
を
給
す
。

と
あ
っ
て
、
晴
の
均
田
法
に
於
け
る
永
業
田
や
町
田
は
七
言
の
制
度
に
遵
い
、

園
宅
地
は
良
口
は
三
口
一
当
、
奴
碑
は
五
籍
一
畝
と
な
っ
て
い
る
。
陪
…
の
次
の

唐
で
は
、
露
濁
に
当
る
口
分
碑
は
八
十
畝
、
激
業
田
は
二
十
畝
で
あ
る
の
が
晋

題
で
あ
っ
て
、
そ
の
園
宅
地
は
仁
井
繊
陞
博
士
の
繕
令
拾
遺
に
は
、

　
　
諸
の
応
に
給
す
べ
き
圏
宅
地
は
、
畏
鐵
は
…
二
口
以
下
に
は
一
畝
を
給
し
、

　
三
口
ご
と
に
一
応
を
加
う
．
競
口
は
鈴
口
に
一
畝
を
給
し
、
訟
口
ご
と
に
一

or　6　（14tD・
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畝
を
加
う
。
　
（
下
略
V

と
復
元
し
て
い
る
。
脚
結
に
類
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
晴
唐
共
に
園
宅
地

は
良
口
は
三
口
一
続
、
奴
碑
は
五
口
一
畝
で
あ
っ
た
。
明
か
に
こ
れ
は
詮
議
の

奥
口
は
三
口
一
畝
、
奴
碑
は
五
口
一
畝
の
宅
地
と
別
に
菜
園
地
○
上
一
畝
が
あ

る
年
度
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
影
写
の
園
宅
地
合
計
一
・
二
畝

の
も
の
が
晴
唐
で
は
一
新
と
な
っ
て
い
る
の
は
ど
、
）
し
た
理
由
に
よ
っ
て
変
化

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
後
に
詳
述
し
よ
う
。

二
、
西
魏
・
北
周
の
園
宅
地

　
北
朝
で
は
北
魏
i
↓
東
灘
一
↓
痛
罵
↓
晴
i
∀
唐
に
よ
る
律
令
の
系
列
の

外
に
、
既
述
の
如
く
西
魏
i
申
北
周
に
よ
る
剛
の
律
令
体
系
が
あ
っ
た
。
こ
の

西
魏
・
北
胤
の
均
田
法
に
あ
る
園
宅
地
の
制
度
は
晴
書
の
食
貨
志
に
見
え
て
い

る
。
そ
れ
は
普
通
吾
人
が
用
い
る
殿
版
辞
書
に
は
次
の
如
く
記
載
さ
れ
て
い

る
、
、　

　
司
均
は
田
里
の
政
令
を
掌
遵
。
凡
て
人
口
十
已
上
は
宅
五
畝
、
口
九
以
上

　
は
宅
四
国
、
五
口
已
下
は
宅
二
畝
。
窒
あ
る
者
は
田
百
四
十
畝
、
丁
な
る
者

　
は
田
百
畝
。

　
然
る
に
通
典
巻
二
食
蟹
田
調
下
や
鞘
鳴
逓
郵
｝
4
3
巻
二
鰯
耳
翼
が
低
え
る
西
魏
・

北
周
の
均
田
法
で
ほ
、

　
　
後
脚
の
調
帯
の
霜
割
の
初
め
、
六
官
を
癬
器
す
。
司
均
は
田
里
の
政
令
を

　
裳
る
。
凡
て
入
q
十
以
上
は
宅
五
畝
、
口
七
以
上
は
宅
四
畝
、
口
五
以
下
は

　
宅
三
畝
。
室
あ
る
者
は
田
百
四
十
畝
、
丁
な
る
者
は
田
百
畝
。

と
あ
る
。
殿
版
晴
書
と
通
典
・
丈
獣
通
考
と
の
両
記
事
を
比
較
す
る
に
、
人
口

十
人
以
上
は
二
五
畝
で
あ
る
は
同
一
で
あ
る
が
、
宅
四
畝
に
つ
い
て
は
殿
無
妻

書
は
九
入
以
上
と
言
い
機
長
・
文
献
通
塗
は
七
人
以
上
と
あ
る
。
こ
れ
は
通
運
・

交
漱
通
考
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
殿
版
直
書
で
は
十
入
五
畝
と
し
九
人
四
畝

と
し
て
、
僅
か
に
一
人
の
差
で
一
斗
の
面
積
差
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
通
典
。
交
献
通
考
の
十
三
五
三
と
し
七

人
四
畝
と
し
て
い
る
の
が
合
理
的
な
こ
と
で
あ
る
。
次
に
五
人
以
下
に
つ
い
て

は
、
殿
版
晴
書
は
宅
二
藍
と
言
い
通
典
麦
献
通
考
は
宅
三
畝
と
言
っ
て
、
一
畝

の
面
積
差
が
生
じ
て
い
る
。
同
じ
晴
書
で
も
元
時
代
の
大
徳
年
間
に
印
刷
さ
れ

た
大
徳
本
郵
書
に
は
宅
三
畝
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
私
は
拙
著
「
均

田
法
と
そ
の
税
皆
紅
度
」
に
は
、
口
五
以
下
は
宅
三
畝
と
す
る
の
が
正
し
い
と

述
べ
て
置
い
た
。
し
か
し
後
に
な
っ
て
こ
の
一
交
を
熟
読
す
る
に
、
丈
章
と
し

て
脱
謬
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
即
ち
そ
れ
は
ナ
人
以
上
は
宅
五
彩
、
七
入

以
上
は
宅
四
畝
と
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
五
人
以
下
は
宅
置
畝
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
文
章
に
な
つ
で
居
ら
な
い
の
で
あ
る
。
七
入
以
上
は
宅
四
畝
、
五
入

以
下
は
宅
三
畝
で
あ
れ
ば
六
人
の
場
合
の
規
定
が
全
然
無
い
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
通
典
。
文
職
通
考
。
大
徳
本
階
書
で
は
五
入
以
下
は
宅
三
畝
で
あ
り
、
殿
版

　
　
　
　
　
　
る
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

回
書
で
は
五
入
以
下
は
宅
二
畝
と
あ
る
所
か
ら
、
私
は
胤
人
以
下
宅
鷺
畝
は
五
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む
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

入
以
上
ウ
“
5
還
畝
の
誤
り
、
瓢
人
以
下
宅
嬉
野
は
四
入
以
ギ
宅
二
畝
の
誤
り
と
雪

面
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
逓
典
な
ど
の
原
文
に
、

　
直
入
ロ
ナ
以
上
、
宅
五
畿
、
口
七
以
上
、
宅
2
9
畝
、
口
五
以
下
、
宅
三
畝
。

と
あ
る
は
、
諸
本
の
記
事
を
綜
合
し
て
こ
れ
を
、

　
几
人
口
十
以
上
、
宅
五
畝
、
口
七
以
上
、
宅
四
畝
、
口
五
以
上
、
宅
三
献
、

　
口
四
以
下
、
宅
二
畝
。

と
改
め
る
も
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
西
魏
・
北
周
の
園
宅
地
の
分
配
欄
度
は
、

再
構
及
び
そ
の
系
統
に
属
す
る
聖
書
・
北
斉
・
階
・
唐
の
そ
れ
と
は
異
る
も
の

で
あ
っ
て
、
蒲
も
皮
癬
・
北
周
の
こ
の
制
度
は
、
通
典
及
び
文
献
通
音
に
「
後

周
の
文
帝
の
覇
政
の
初
め
」
ど
あ
る
如
く
、
後
極
の
文
帝
即
ち
宇
文
暴
が
西
魏

の
皇
帝
を
擁
し
て
西
館
を
興
し
た
当
初
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
北
町
と

な
っ
て
轟
来
た
も
の
で
は
な
い
。

三
、
北
魏
の
園
宅
地
は
開
。
二
畝
か
醐
畝
か

　
北
魏
及
び
そ
の
系
統
に
属
す
る
東
回
・
北
斉
・
晴
・
麿
の
圏
宅
地
に
於
い
て
、

北
魏
で
は
藻
準
が
一
。
高
畝
で
あ
っ
た
も
の
が
、
晴
唐
で
は
一
畝
に
な
っ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
北
魏
の
園
宅
地
に
つ
い

て
の
変
身
食
貨
志
の
原
画
は
、

　
諸
昆
有
一
等
居
（
憲
口
給
＝
地
一
豊
漁
以
為
晶
居
箋
↓
奴
魏
五
口
、
給
二
畝
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ム

　
男
女
十
五
以
上
、
因
昌
其
地
分
↓
日
課
γ
糧
レ
菜
、
五
分
畝
之
「
。

と
あ
舞
、
こ
の
和
訳
嫉
既
に
掲
げ
て
置
い
た
。
こ
の
一
文
の
末
尾
の
　
「
嵩
課
レ

種
ぴ
薫
、
五
分
畝
之
一
し
と
あ
る
句
の
解
釈
に
つ
い
て
、
私
と
意
見
を
異
に
す
る

人
が
あ
る
。
私
は
既
に
述
べ
た
如
く
、
こ
の
籔
菜
を
栽
培
す
る
園
地
の
五
分
の

一
畝
、
即
ち
○
・
二
畝
は
、
宅
地
一
変
の
外
に
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
宅

地
と
園
地
と
を
合
せ
て
一
・
二
畝
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
拙
著
の

「
均
田
法
と
そ
の
税
役
制
度
」
に
も
述
べ
て
置
い
た
が
、
私
と
同
様
な
見
解
は

清
水
泰
次
博
士
が
昭
和
七
年
十
月
発
行
の
東
洋
学
報
第
二
十
巻
第
二
号
所
載
同

博
士
論
文
「
北
魏
均
田
考
」
に
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
然
る
所
、
昭
和
三
や

一
年
一
月
発
行
の
平
凡
社
版
「
東
洋
史
料
集
成
」
所
収
松
本
善
海
氏
執
簸
に
か

か
る
魏
斉
爾
北
朝
時
代
史
料
例
の
註
㈱
に
は
、

　
　
肺
御
氷
泰
次
、
曾
我
部
静
雄
は
、
宅
地
1
畝
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
菜
地
ま
た

　
は
園
地
1
㎜
5
畝
が
与
え
ら
れ
た
と
み
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
陪
…
唐
両
朝
と

　
も
園
宅
地
と
呼
ん
で
、
3
口
ご
と
に
ユ
畝
を
給
し
て
い
る
例
よ
り
み
て
も
、

　
宅
地
－
畝
の
中
で
⊥
5
畝
を
も
つ
て
菜
園
に
あ
て
た
も
の
と
解
す
べ
き
で

　
あ
ろ
う
。

と
あ
っ
て
、
松
本
善
海
氏
は
北
魏
の
菜
國
地
五
分
の
一
回
は
、
宅
地
一
巡
の
中

に
設
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
宅
地
一
連
の
外
に
別
に
設
け
た
の
で
は
な
く
、
そ

れ
は
晴
唐
両
朝
の
園
宅
地
が
一
畝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
も
推
測
さ
れ
る
と

し
て
、
私
や
清
水
博
士
が
北
魏
の
園
宅
地
を
合
計
一
・
二
畝
と
す
る
の
に
反
対

さ
れ
て
い
る
。
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均田法の園宅地について（曾我部）

　
以
上
の
如
く
北
魏
均
田
法
に
於
け
る
園
宅
地
の
面
積
に
つ
い
て
近
頃
両
説
が

繊
来
た
が
、
こ
の
両
説
の
当
否
を
明
瞭
に
決
す
る
愛
料
も
近
頃
現
わ
れ
て
居
り
、

更
に
は
北
魏
の
園
宅
地
一
・
二
百
が
何
故
に
階
…
唐
で
園
宅
地
一
難
に
な
っ
た
か

も
証
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
史
料
と
は
君
粛
省
敦
漣
の
地
で
発

見
さ
れ
た
中
国
均
田
法
時
代
の
戸
籍
で
あ
る
。
敦
埋
や
新
藤
省
の
地
で
発
見
さ

れ
た
中
国
往
古
の
芦
総
門
は
、
諸
先
輩
の
努
力
に
よ
っ
て
我
が
学
界
に
多
く
紹

介
さ
れ
て
居
り
、
昭
和
十
二
年
頃
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
、
仁
井
田
陞
博

士
著
の
昭
和
十
二
年
発
行
の
「
唐
宋
法
律
文
書
の
研
究
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
等
の
大
部
分
の
も
の
は
、
唐
の
則
天
武
平
の
時
代
か
ら
始
っ
て
唐
末
に
至

る
ま
で
の
唐
の
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
も
の
は
五
胡
十
六
国
時
代
の
も
の
と
、

栄
初
の
も
の
で
あ
る
。
唐
の
も
の
で
も
そ
の
多
く
は
玄
宗
の
開
元
天
宝
時
代
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
唐
の
戸
籍
に
唐
の
園
宅
地
支
給
の
状
…
況
を
現
わ
し
た
も
の

が
多
く
あ
る
。
そ
れ
を
少
し
く
例
示
し
よ
う
。
先
づ
則
天
武
屑
の
大
足
元
年
の

も
の
を
一
つ
掲
げ
よ
う
。

戸
主
常
習
才
重
伍
拾
歳
衛
士

　
緑
　
白
乗
伍
拾
陸
歳
　
覧

　
拾
捌
露
霜
受

含
亦
受
田
側
傾
参
拾
壱
畝

　
一
括
一
十
三
畝
下
受

課
戸
見
不
輸

十
八
畝
　
　
巡
業

一〇
畝。

居。

柱・

薗。

宅。

　
　
一
段
柴
畝
学
業
　
城
東
計
煮
転
支
渠
　
東
橘
強
　
西
嶺
恵
　
甫
膚
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
北
宙
田

　
　
一
段
弐
畝
永
業
　
城
東
骨
里
両
皮
渠
東
自
閏
　
西
畑
保
意
　
離
朱
貴
桑

　
　
　
　
　
　
　
　
北
孫
万
寿

　
　
…
段
伍
畝
永
業
　
城
東
借
講
料
支
渠
　
東
貰
子
　
西
荒
　
南
扇
高
　
北
坑

　
　
一
段
参
畝
罪
業
　
城
北
廿
塁
莞
黙
想
　
東
揚
寄
生
　
西
沢
　
南
賀
　
駅
留

　
　
　
　
　
　
　
　
北
蓬
田

　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
り
　
む
　
む

　
　
一
段
壱
畝
居
住
園
宅
（
註
、
傍
○
は
筆
土
償
が
附
し
た
も
の
、
以
下
類
同
［
じ
）

次
に
玄
宗
の
天
気
六
年
（
七
四
七
）
の
も
の
を
一
つ
掲
げ
よ
う
。

戸
主
密
語
新

　
祖
母
　
王

　
母
　
　
索

　
妻
　
　
王

　
弟
　
知
古

　
妹
　
仙
雪

　
妹
　
王
王

載
弐
拾
玖
歳

載
陸
拾
玖
歳

載
御
拾
玖
歳

費
弐
拾
壱
歳

載
壱
拾
柴
歳

載
弐
拾
玖
歳

載
柴
歳

合
応
受
田
壱
頃
塵
拾
参
畝

一
段
弐
拾
畝
永
業
城
西
七
里
平
渠

一
段
拾
畝
口
分
城
西
七
里
函
渠
、

一
段
参
拾
献
口
分
城
西
七
里
平
渠

白
丁
下
下
戸
塞
　
課
一
戸
命
毛

託
宣
空

頭
栄

町
妻
天
宝
三
載
籍
後
気
附
空

小
男
空

華
女
空

小
女
空

陸
拾
捌
畝
巳
受
　
廿
畝
永
業
　
研
七
畝
口
分

む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

一
夏
居
住
園
宅
　
九
十
五
畝
未
受

　
　
　
東
買
阿
本
　
西
渠
　
南
面
　
北
目
田

　
　
　
東
舎
　
西
渠
　
南
渠
　
北
劉
善
政

　
　
　
東
渠
　
西
墓
　
南
史
勝
朋
　
北
路
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～
段
鰭
畝
欝
分
城
西
十
黒
平
渠
　
　
束
渠
　
西
仏
図
　
南
渠
　
北
李
湊
忠

　
　
一
段
壱
畝
口
分
城
西
十
里
墨
黒
　
　
策
四
恩
廃
西
渠
南
渠
北
張
恩
恭

　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
一
段
壱
畝
居
住
園
宅

　
こ
の
二
個
の
戸
籍
の
例
で
判
る
如
く
、
麿
で
は
園
宅
地
は
制
度
の
如
く
｝
畝

が
支
給
さ
れ
て
い
た
。

　
均
田
法
蒔
代
の
戸
籍
と
し
て
近
頃
こ
の
唐
の
も
の
よ
り
は
約
百
五
十
年
も
古

い
｝
岡
魏
臨
町
代
の
穿
鴇
の
が
、
我
“
か
酢
ザ
界
に
鋼
頼
介
壷
O
れ
臥
κ
．
、
”
て
れ
は
東
洋
鱒
ナ
報
憐
即
参

拾
七
巻
第
弐
号
及
び
第
参
号
に
連
載
さ
れ
た
山
本
達
郎
博
士
の
「
敦
瞬
発
見
計

縦
様
・
叉
鴛
口
残
簡
凹
一
・
大
英
博
物
館
藤
蔵
ス
タ
イ
ン
将
来
漢
文
丈
書
六
一
三
号
－
一
扁

な
る
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
爾
暦
五
四
七
年
即
ち
策
魏
の
武
定
五
年
、

西
魏
の
大
統
十
三
年
頃
に
敦
遽
で
作
ら
れ
た
北
魏
の
様
式
に
よ
る
戸
籍
で
あ
る
、

紹
介
藩
の
出
本
搏
士
は
こ
れ
を
西
魏
の
計
帳
ら
し
い
と
番
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
北
魏
の
系
統
に
よ
る
戸
籍
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

後
に
詳
述
す
る
筈
で
あ
る
。
山
本
博
士
は
先
年
外
遊
の
節
、
ロ
y
ド
ン
の
大
英

博
物
館
で
ス
タ
イ
ン
将
来
敦
焼
鳥
書
中
か
一
5
発
見
さ
れ
、
帰
朝
後
こ
れ
を
東
洋

学
報
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
七
枚
の
断
片
を
貼
り
合
せ
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
両
魏
の
一
戸
籍
に
も
率
に
し
て
園
宅
地
支
給
の
様
が
詑
灘
き
れ
て
い
る
、

一
つ
の
例
と
し
て
、
画
本
博
士
の
番
【
号
に
よ
る
本
文
嘗
第
十
枚
の
も
の
を
褐
げ

よ
う
．
、

計
受
祖
三
石
五
升

計
受
聞
口
二

丁丁
妻男一二
　　石石
　　五輸
　　升祖
　　折
　　曹？
　　整
　　園

　
を

骨
二
畝
已
受

応
受
田
雌
六
畝
　
…

　
　
　
　
　
　
　
一
骨
王
畝
編
受

一
段
テ
畝
麻
　
舎
來
二
歩
　
東
至
安
腿

一
段
七
畝
正
　
無
難
三
歩
　
東
至
舎

　
　
　
　
膚
件
二
段
戸
主
皮
乱
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
・

一
段
五
型
麻
　
舎
西
一
里

　
　
　
　
　
北
下
豊
席

　
　
　
　
右
件
一
殿
妻
処
姫
分
　
　
麻
足

　
　
む
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ゆ
　
む

一
段
一
入
　
　
居
住
薗
宅

＋
五
畝
三

七
畝
正

む
　
む
　
む
　
　
　
り
　
む
　
む
　
ウ

一
畝
萬
　
二
分
未
足

　
　
　
　
　
西
至
金
　
南
至
渠
　
北
里
元
興

　
　
　
　
西
至
元
興
南
至
離
縁
萎
兀
興

　
　
　
　
垂
足
　
正
少
．
＋
畝

來
駈
歩
胡
朱
　
酉
至
乙
升
　
幸
織
婆
洛
門

望
事
受

　
こ
の
戸
籍
の
受
継
に
つ
い
て
の
統
計
の
所
で
は
謹
製
薗
　
二
分
未
足
」
と

あ
り
、
班
給
さ
れ
た
土
地
の
四
至
を
示
す
所
で
は
コ
段
一
事
居
住
繭
宅
」

と
山
の
る
．
、
　
二
’
れ
は
居
住
仙
閲
ウ
て
即
か
ワ
糟
圏
ウ
唱
地
レ
し
し
て
一
畝
を
支
瓢
鵜
を
こ
れ
弘
無
か
、
　
・
蓑

だ
二
分
即
ち
受
勲
で
あ
る
五
分
の
一
献
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
現
わ
し
て
い

る
の
で
あ
る
、
唐
の
戸
籍
で
は
．
既
に
承
し
た
餓
く
、
受
濁
の
統
計
の
所
で
は
、

「
｝
畝
居
佐
藤
宅
旨
と
あ
り
、
鰻
至
を
示
す
所
で
は
「
｝
段
老
畝
居
住
園
宅
」
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と
あ
る
。
こ
分
両
魏
と
唐
の
戸
籍
の
園
宅
地
支
給
の
記
載
内
容
を
比
較
す
れ
ば
、

｛鼠

ｿ
に
判
る
如
く
、
両
魏
の
も
の
は
園
宅
地
と
し
て
】
・
二
三
支
給
さ
る
可
き

も
の
が
一
畝
し
か
支
給
さ
れ
ず
、
○
・
二
畝
即
ち
二
分
不
足
し
て
い
る
を
明
瞭

に
示
し
て
い
る
。
こ
の
園
宅
地
の
一
・
二
畝
で
あ
る
こ
と
は
北
魏
の
園
宅
地
が

一
・
二
畝
で
あ
る
と
す
る
我
々
の
主
張
と
一
致
す
る
所
で
あ
り
、
我
々
の
主
張

は
決
し
て
誤
っ
て
い
な
い
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
尚

こ
の
両
魏
の
戸
籍
に
は
、
こ
の
第
十
枚
の
も
の
以
外
に
も
同
様
に
園
宅
地
は
一

・
一
一
畝
な
る
を
示
し
た
例
が
見
え
て
い
る
。
即
ち
第
八
枚
に
は
、

応
二
二
撰
六
畝

第
十
二
枚
に
は
、

応
藤
（
国
山
ハ
十
⊥
ハ
畝

雄昂

¥
山
ハ
枚
一
に
は
、

応
受
閥
九
十
一
畝

廿
六
畝
已
受

櫓
六
畝
已
受

研
一
畝
巳
受

＋
五
宗
麻

＋
畝
正

む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

一
畝
薗
　
二
分
未
足

＋
五
畝
麻

廿
矯
正

　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
り

一
畝
薗
　
二
分
未
足

滑
畝
麻

＋
畝
正

む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む

一
畝
薗
　
二
分
未
足

又
以
上
の
諸
例
と
は
少
し
く
記
載
形
式
が
異
な
る
も
の
と
し
て
第
三
枚
に
は
、

　　　　戸。
牛白　口　＋・
　　珊　　五　　三。
　　良　一一　　　　　二〇

二　口　口　分。
　　　十　賎十　九　未。
　　　男
　　五　　 足。

頭二丁口ロ
　　　一一卜
　　女隆八
　　　二丁

右
件
応
受
田
捌
傾
津
捨
捌
畝

四
傾
惜
三
畝
已
前

と
あ
る
。
十
三
戸
の
園
宅
地
合
計
十
三
畝
で
、

分
の
一
畝
不
足
な
る
を
述
べ
て
い
る
。

持
つ
べ
き
で
あ
る
を
醸
し
て
い
る
。

た
だ
本
文
書
の
第
十
七
枚
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
男

　
　
　
計
受
田
ロ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
妻

』
応
聴
く
田
一
八
十
山
ハ
幽
閉

一

圏
　
傾
　
一
　
十
　
五

　
　
　
そ
れ
は
い
ず
れ
も
一
一
分
即
ち
五

こ
れ
も
］
戸
が
一
・
二
畝
の
園
宅
地
を

七
＋
～
畝
軸
受

＋
五
畝
未
受

書
五
五
＋
畝
麻

一
傾
七
＋
畝
正

む
　
む
　
む
　
　
　
　
む

十
三
畝
　
薗

　
畝
　
未
　
受

＋
五
畝
麻

　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

五
十
五
畝
正
　
三
分
未
足

　
　
む
　
　
　
　
む

一
畝
　
薗

61 （1，tL））



と
あ
る
、
　
こ
の
例
だ
け
は
園
宅
地
は
一
画
な
る
を
示
し
て
い
る
が
、
　
こ
れ
も

「
一
言
薗
　
二
分
未
足
」
と
す
べ
き
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ち
ぱ
、

本
革
書
で
受
田
の
統
計
の
所
で
は
、
い
ず
れ
も
既
に
掲
げ
た
第
八
枚
の
例
に
、

廿
六
二

費
六
畝
軍
需

＋
五
畝
麻

十
畝
　
正

一
畝
薗
　
二
分
未
足

と
あ
る
如
く
、
麻
田
と
正
田
の
所
に
は
「
未
足
」
と
は
記
さ
ず
薗
の
所
に
の
み

記
さ
れ
て
居
る
。
他
の
諸
例
も
筒
様
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
第
十
七
枚
の
例
の

み
は
正
田
の
所
に
「
三
分
未
足
」
と
記
さ
れ
、
蘭
…
の
所
に
は
記
さ
れ
て
居
ら
な

い
。
こ
の
纂
実
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
一
覧
薗
の
下
に
他
の
諸
鐙
と
同
様
に
二

分
垂
足
と
記
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
分
未
足
と
あ
る
は
二
分
乱
足
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。

　
北
魏
の
均
製
法
に
於
け
る
園
宅
地
は
、
こ
の
両
魏
の
…
戸
籍
の
記
載
例
に
よ
っ

て
、
　
一
，
・
二
畝
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
極
め
て
明
瞭
に
立
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

北
魏
か
ら
膳
…
齋
に
至
る
圃
宅
地
支
給
額
に
つ
い
て
の
変
遜
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
雷
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
下
痢
時
代
に
は
実
際
支
給
さ
れ
る

の
は
一
畝
で
あ
り
、
○
。
二
畝
は
「
未
足
」
と
し
て
記
録
に
の
み
と
ど
め
て
実

際
は
支
胎
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
晴
唐
で
は
制
度
と
し
て
一
畝
だ
け
支
給
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
北
嶺
で
均
田
法
が
実
施
さ
れ
た
当
初
は
、
園
宅
地
と
し

て
制
慶
逓
り
に
一
。
二
畝
支
給
さ
れ
た
も
の
が
、
両
眼
頃
に
な
る
と
こ
の
戸
籍
r

が
示
す
如
く
一
群
だ
け
支
給
、
残
り
の
σ
・
二
畝
は
「
駿
足
」
と
し
て
支
給
し

な
い
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
北
斉
か
ら
陪
…
唐
に
至
る
と
、
実
状
に
合
す
る
よ
う

に
「
未
詳
」
を
や
め
て
単
に
一
嵩
の
み
支
議
す
る
制
度
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ

㌔
り
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
北
魏
均
田
法
に
於
け
る
園
宅
地
の
面
積
は
一
・
二
畝
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
門
と
す
る
松
本
善
海
氏
の
説
は
誤
っ
て
居
る
の
で
あ

る
。

四
馬
山
本
博
士
紹
介
の
両
魏
の
丈
書
は
計
帳
に
非
ず

　
山
本
博
士
紹
介
の
薗
魏
の
戸
籍
に
よ
っ
て
、
均
田
法
に
於
け
る
國
宅
地
の
制

度
が
極
め
て
明
瞭
に
さ
れ
得
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
本
文
書
が
学
費

の
系
統
に
よ
る
戸
籍
で
あ
る
こ
と
も
立
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
交
書

に
は
製
作
年
代
が
明
詑
さ
れ
て
居
ら
ず
、
西
堂
の
も
の
か
東
魏
の
も
の
か
も
明

か
に
さ
れ
て
居
ら
な
い
。
た
だ
本
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
誰
々
に
は
、
い
ず

れ
も
生
れ
た
年
と
現
在
の
年
齢
と
が
記
さ
れ
て
暑
り
、
そ
れ
等
よ
臼
，
推
算
し
て

西
暦
五
四
七
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
こ
の
西
懸
五
四
七
年
頃

は
北
魏
は
既
に
東
西
両
魏
に
分
裂
し
て
挙
り
、
こ
の
五
四
七
年
は
東
駅
の
武
定

五
年
、
西
魏
の
大
統
十
三
年
に
当
っ
て
居
る
。
こ
の
頃
、
敦
燈
は
東
西
両
魏
の

い
ず
れ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
、
山
本
博
士
は
こ
れ
を
西
魏
の
領
土

で
あ
っ
た
と
見
、
更
に
西
魏
で
は
蘇
縛
に
よ
っ
て
戸
籍
の
外
に
計
高
な
る
も
の
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を
作
る
制
度
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
計
帳
は
唐
の
制
度
で
は
課
役
を
催
す
た
め
に

作
る
も
の
で
あ
っ
て
し
か
も
課
役
は
組
・
調
・
庵
で
あ
り
、
本
丈
書
に
は
租
・

調
を
催
課
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
西
魏
の
計
帳
で
あ
ろ
う

と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
西
魏
の
時
に
均
田
法
と
し
て
の
計
帳
の
制
度
が
新
し
く
蘇
緯
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
こ
と
は
慕
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
拙
著
の
「
均
田
法
と
そ
の
三
役
綱

度
」
に
も
述
べ
て
置
い
た
。
計
帳
は
し
か
し
西
翠
に
始
つ
た
の
で
は
な
く
、
、

旧
劇
に
な
っ
て
均
田
法
の
目
的
に
副
う
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
西

魏
に
於
い
て
蘇
緯
や
慮
辮
が
北
魏
の
均
田
法
を
改
め
て
単
身
に
依
拠
し
て
西
里

と
し
て
の
均
田
法
を
創
め
た
際
に
、
そ
の
改
正
法
の
一
つ
と
し
て
戸
籍
と
共
に

計
帳
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
若
し
本
両
魏
の
交
書
を
西
魏
の
計
帳
と
見
倣

す
な
ら
ば
、
そ
の
記
載
内
容
は
西
口
の
均
田
法
の
制
度
に
従
っ
て
居
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
西
魏
で
行
わ
れ
た
均
田
法
の
園
宅
地
の
制
度
は
、
凱
に
第
二
節
高
魏
・

北
周
の
園
宅
地
の
所
で
述
べ
て
置
い
た
が
、
本
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
園
宅

地
の
支
給
状
況
は
、
西
魏
の
制
度
に
は
少
し
も
拠
っ
て
居
ら
ず
、
上
述
の
如
く

北
魏
の
制
鹿
に
拠
っ
て
屠
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
北
魏
の
制
度
は
東
魏
が
承

け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
東
魏
の
制
度
と
大
略
同
様
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

地
理
上
か
ら
言
え
ば
、
敦
焼
は
当
然
に
西
魏
の
支
配
下
に
あ
る
べ
ぎ
で
あ
る
が
、

し
か
し
こ
の
文
書
が
示
す
所
は
、
そ
の
事
実
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
恐
ら
く
西
暦
冗
四
七
年
頃
は
、
敦
纏
地
方
は
東
西
両
翼
の
い
ず
れ
に
も
属

せ
ず
、
毒
煙
蒔
代
の
ま
ま
で
存
在
し
、
北
魏
の
末
期
時
代
の
ま
ま
の
東
魏
と
大

略
同
様
な
制
度
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
交
書
を
以

て
西
魏
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
嵐
来
ず
、
い
わ
ん
や
こ
れ
を
計
帳
と
見
倣
す
こ

と
は
、
絶
対
に
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
両
魏
の
文
書
を
西
魏
。
北
周
系
統
の
も
の
と
見
…
徹
し
て
は
な
ら
な
い
証
拠

が
他
に
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
本
職
書
第
五
枚
に
、

九
石
五
升
上

四
望
五
升
不
二
戸
上
税

　
　
　
　
　
　
　
む

五
石
台
資
口
計
丁
床
税

と
あ
っ
て
、
床
な
る
交
宇
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
床
は
罧
と
同

義
の
も
の
と
思
わ
れ
、
東
魏
・
野
掛
の
系
統
の
均
田
法
に
繊
て
来
る
律
令
用
語

で
あ
っ
て
、
一
夫
婦
を
意
蕨
，
す
る
が
、
西
魏
・
無
縫
の
系
統
の
制
度
に
は
存
在

し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
晴
書
の
食
貨
志
を
見
れ
ば
明
か
な
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
山
本
博
士
が
本
欄
魏
の
戸
籍
を
以
て
「
溝
型
の
計
帳
様
」
と
推
定

す
る
一
つ
の
理
由
は
仁
井
田
陞
・
鈴
木
俊
の
両
氏
が
那
波
利
貞
博
士
の
歴
史
と

地
理
第
三
十
三
巻
に
連
載
し
た
弘
騨
文
「
正
夢
に
記
載
せ
ら
れ
た
る
大
唐
天
宝
時

代
の
戸
数
と
口
数
と
の
関
係
に
就
き
て
」
に
あ
る
戸
主
王
万
寿
の
戸
籍
に
ば

「
計
租
二
石
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
戸
籍
に
は
無
い
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
戸
主
王
万
岳
の
戸
籍
を
以
て
計
帳
ら
し
い
と
述
べ
た
こ
と
を

承
け
て
、
こ
の
両
津
の
戸
籍
に
も
租
や
調
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
計

帳
と
推
定
し
、
而
も
両
魏
蒔
代
は
酋
魏
に
の
み
均
田
法
と
関
連
を
鋳
つ
計
帳
が

行
わ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
を
「
西
撚
〃
の
計
帳
様
」
と
見
倣
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

更
に
は
昭
和
三
十
一
年
十
ヅ
月
鴇
ハ
京
大
学
｛
繊
版
ム
蟹
発
行
の
土
地
所
…
有
の
愛
酌
研
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究
に
載
め
て
あ
る
同
博
士
の
門
敦
膣
発
見
戸
制
田
制
関
係
交
書
幸
瀧
灘
」
で
新

に
紹
介
さ
れ
た
唐
代
の
戸
主
郡
寿
寿
の
戸
籍
に
も
穏
と
調
と
が
記
載
ざ
れ
て
い

る
所
か
ら
、
こ
れ
亦
鷹
の
計
帳
ら
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
居
ら
れ
る
。
均
田
法
に

関
連
す
る
計
帳
は
、
新
唐
書
食
貨
志
に
、

　
又
計
帳
あ
り
。
来
歳
の
課
役
を
具
し
て
、
以
て
度
支
に
報
ず
。

と
あ
る
如
く
、
課
役
を
催
す
た
め
に
造
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
毎
年

造
ら
れ
る
。
こ
の
外
に
戸
籍
も
造
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
三
年
目
毎
に
造
ら
れ
る
。

こ
れ
等
の
制
度
の
根
源
は
周
礼
の
秋
官
倉
司
民
の
職
掌
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぜ

　
　
司
民
は
万
禺
の
数
を
登
め
る
こ
と
を
掌
る
。
生
歯
［
よ
り
以
上
は
、
皆
版
に

　
書
す
。
そ
の
国
申
と
そ
の
都
翻
及
び
そ
の
郊
野
と
を
弁
じ
て
、
そ
の
男
女
を

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
や
　
　
し
　
　
　
　
　
も
　
　
り
　
　
む
　
　
も
　
　
む
　
　
わ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
わ
　
　
わ

　
異
に
し
、
歳
に
そ
の
死
生
を
登
下
す
。
三
年
大
童
に
及
べ
ば
、
万
民
の
数
を

　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
も

　
以
て
司
憲
に
告
ぐ
。
云
云
。

と
あ
る
こ
と
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
　
門
歳
に
そ
の
死
生
を
登
下
す
」
と
あ

る
の
が
計
帳
の
起
源
で
あ
り
、
　
コ
ニ
二
大
比
」
以
下
が
戸
籍
の
起
源
を
な
し
て

い
る
。
か
く
戸
籍
と
計
帳
と
は
同
一
の
起
源
か
ら
出
発
し
て
居
り
、
均
田
法
時

代
で
も
同
｝
系
統
の
飼
度
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
計
帳
は
毎
年
造

り
、
戸
籍
は
三
年
目
ご
と
に
造
る
も
の
で
あ
り
、
計
帳
は
課
役
を
催
す
た
め
に

造
る
と
言
う
特
別
な
使
命
ま
で
明
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
同
一
系
統
と
は
言

う
も
の
の
、
そ
こ
に
は
自
か
ら
記
載
方
法
な
ど
に
差
異
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
同

一
の
記
載
内
容
で
あ
れ
ば
、
毎
年
造
る
計
帳
だ
け
で
　
畢
足
り
る
筈
で
あ
る
。
こ

の
差
異
を
明
確
に
現
わ
し
て
い
る
の
が
唐
の
計
帳
と
戸
籍
と
の
製
作
費
の
差
異

で
あ
る
。
唐
の
計
綬
及
び
芦
籍
の
製
作
費
と
し
て
の
大
牒
六
典
巻
罵
芦
部
紅
中

員
外
郎
の
条
に
、

　
　
諸
の
造
籍
は
正
月
に
起
っ
て
三
月
に
畢
る
。
掛
る
所
の
紙
簗
装
漢
轍
蕨
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む

　
皆
当
戸
内
よ
り
出
だ
す
。
口
別
に
一
銭
な
り
．
、
計
帳
の
須
る
所
は
、
一
戸
別
に

　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む

　
一
銭
な
り
。

と
あ
る
。
戸
籍
を
造
る
た
め
に
は
そ
の
費
用
と
し
て
一
入
当
り
一
銭
を
磁
だ
さ

し
め
、
計
帳
の
た
め
に
は
｝
戸
当
り
…
銭
を
出
だ
さ
し
．
め
る
。
中
国
歴
代
の
・
…

戸
の
口
数
は
、
平
均
五
人
で
あ
る
か
ら
、
計
帳
の
製
作
費
は
戸
籍
の
製
作
費
の

五
分
の
一
で
あ
る
。
製
作
喪
が
五
分
の
一
で
あ
れ
ば
、
そ
の
寵
載
内
容
も
鼠
分

の
｝
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
仁
井
餌
・
鈴
木
。
山
本
の
三
氏
が
推
定
し
て

い
る
計
鰻
な
る
も
の
を
見
る
に
、
そ
の
記
載
内
容
が
戸
籍
と
異
る
の
は
租
や
調

が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
差
異
が
あ
る
だ
け
で
、
仙
は
全
く
同
一
で
あ
る
。

塵
事
と
見
倣
す
も
の
は
租
や
調
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
記
載
内

容
が
戸
籍
よ
り
は
寧
ろ
多
い
の
で
あ
る
。
製
作
費
が
五
分
の
一
で
あ
る
の
に
、

そ
の
記
載
内
容
が
却
っ
て
多
い
と
言
う
筈
は
無
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
を
以

て
し
て
も
、
仁
井
田
博
士
等
が
推
定
す
る
計
帳
な
る
も
の
は
、
婁
は
計
帳
で
は

な
く
て
、
全
く
の
戸
籍
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
租
や
調
が
記
さ
れ
て
い
る
爾
魏
の
戸
籍
や
唐
の
戸
籍
を
以
て
計
帳
と
推

定
す
る
謂
わ
れ
な
き
こ
と
は
、
そ
の
計
帳
と
推
定
す
る
当
該
本
書
自
身
が
表
明

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
史
林
第
三
ナ
八
巻
第
照
暑

所
載
拙
稿
「
そ
の
後
の
誤
役
の
解
釈
問
題
」
や
、
上
方
学
第
十
一
集
所
載
拙
稿
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均照法の關宅地について（曾我部）

「
北
魏
・
東
雲
・
北
斉
・
階
時
代
の
諜
口
と
不
課
口
」
に
既
に
述
べ
て
築
い
た
。

し
か
し
何
故
か
出
本
達
郎
博
士
は
、
そ
れ
に
は
全
然
触
れ
な
い
で
、
依
然
と
し

て
今
回
出
版
の
「
土
地
所
有
の
塑
蘭
研
究
」
で
新
し
く
紹
介
さ
れ
た
両
魏
と
同

種
の
唐
の
戸
籍
に
於
い
て
も
、
両
型
の
場
合
と
同
様
に
こ
れ
を
計
帳
ら
し
い
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
立
論
の
順
序
と
し
て
｝
応
は
説
明
し
て
貰
い
た
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
再
び
こ
こ
に
当
該
本
書
申
に
あ
る
計
帳
否
定
の
史
料

を
指
摘
し
て
置
こ
う
。

　
そ
れ
は
山
∵
本
博
士
紹
介
の
東
洋
学
報
所
載
の
両
魏
の
戸
籍
に
は
、
課
口
・
課

戸
も
不
課
口
・
不
課
戸
も
、
い
ず
れ
も
が
程
と
調
と
を
壷
饗
し
て
い
る
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
課
口
・
課
戸
と
不
課
口
・
不

課
戸
と
の
区
別
は
程
・
調
の
負
担
の
有
無
に
よ
っ
て
決
し
て
は
な
ら
な
い
、
換

言
す
れ
ば
課
口
や
不
課
口
な
ど
の
課
に
は
租
・
調
の
意
昧
が
無
い
こ
と
を
、
極

め
て
明
瞭
に
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
若
し
課
に
租
・
調
の
意
昧
が

あ
れ
ば
課
口
・
課
戸
は
租
・
調
を
負
担
す
る
が
、
不
課
口
・
不
課
戸
は
そ
れ
を

負
担
し
な
い
文
書
が
作
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
課
に
租
・
調
の
意
味
が
な
い
こ
と

が
判
れ
ば
、
「
課
役
」
と
言
う
律
令
用
語
を
以
て
「
租
・
調
・
臥
し
と
解
す
る

こ
と
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
も
、
直
ち
に
判
る
こ
と
で
あ
る
。
仁
井
田
・
鈴
木
・

山
本
の
三
門
は
こ
の
課
役
を
以
て
租
・
調
・
庸
と
す
る
誤
っ
た
解
釈
の
上
に
立

て
、
課
役
の
た
め
に
作
ら
れ
る
計
帳
を
探
し
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
本
当
の
計
帳
は
到
底
求
め
得
ら
れ
な
い
の
は
こ
れ
亦
極
め
て
明
か
で
あ

る
。
計
緩
は
魍
・
調
・
庸
を
催
す
た
め
に
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
力
役
を

催
す
た
め
に
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
私
の
厘
々
主
張
す
る
所
で
あ
る
。

私
が
課
を
以
て
力
役
或
は
雑
樒
・
雑
役
と
解
釈
す
る
の
が
誤
り
で
あ
り
、
仁
井
田

博
士
等
多
く
の
人
々
の
租
・
調
と
す
る
解
釈
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、

山
本
博
士
紹
介
の
こ
の
両
魏
の
戸
籍
が
明
快
な
判
定
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
私
の
近
頃
極
め
て
遺
憾
と
す
る
の
は
、
課
の
解
釈
で
私
に
反
対
し
て
こ
れ

を
租
・
調
で
あ
る
と
す
る
学
者
達
は
、
均
田
法
に
つ
い
て
は
極
め
て
貴
重
な
塑

料
で
あ
り
、
課
の
解
釈
に
つ
い
て
は
極
め
て
明
瞭
な
塑
料
を
提
供
し
て
い
る
こ

の
山
本
博
士
紹
介
の
東
洋
学
報
第
参
拾
七
巻
所
載
の
両
魏
の
戸
籍
に
は
、
何
故

か
一
顧
だ
に
与
え
ず
敬
遠
す
る
態
度
を
採
っ
て
居
る
よ
う
で
あ
り
、
中
に
は
当

然
取
扱
う
べ
き
に
も
拘
ら
ず
殊
更
に
こ
れ
を
廻
署
す
る
傾
向
さ
え
示
す
入
が
あ

る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
東
洋
史
学
の
発
展
の
た
め
に
仁
井
田
・
鈴
木
両
氏
を

始
め
と
す
る
多
く
の
課
即
租
調
論
者
が
速
か
に
こ
の
両
君
の
戸
籍
に
対
す
る
学

問
的
見
解
を
披
渡
す
る
よ
う
、
私
は
望
む
の
で
あ
る
。
既
に
学
界
に
発
表
し
た

自
己
の
学
説
に
対
し
て
、
こ
れ
を
完
全
に
否
定
す
る
塑
料
が
現
わ
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
説
の
非
を
悟
っ
て
自
説
を
拗
棄
す
る
の
で
あ
れ
ば

問
題
．
は
な
い
が
、
自
説
を
依
然
と
し
て
堅
持
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
奥

料
の
昂
現
に
も
拘
ら
ず
自
説
が
正
し
い
と
す
る
理
由
を
開
陳
し
て
貰
い
た
い
の

で
あ
る
。
私
の
学
説
に
反
対
さ
れ
た
各
位
に
、
こ
の
よ
う
な
要
求
を
私
か
ら
こ

こ
に
提
出
す
る
こ
と
は
、
直
接
の
利
害
関
係
者
と
し
て
決
し
て
無
理
な
も
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
昭
利
三
十
一
年
十
二
月
十
三
日
稿
了
。
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